拝啓　秋冷の候　皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて　先般は亡父　〇〇〇〇　葬儀に際しまして　ご多用の中にもかかわらずご会葬を賜り　またご丁重なるご厚情を頂戴いたしましたこと　心より厚く御礼申し上げます。
突然の別れに気持ちの整理もつかぬまま当日を迎えましたが　皆様からの温かいお言葉やお心遣いに接し　遺族一同　深い悲しみの中にも大きな慰めと励ましをいただきました。生前父が皆様より賜りましたご交誼のほどをあらためて実感し　あらためて感謝の念に堪えません。
また　ご鄭重なるご厚志まで賜り　まことに恐縮に存じます。故人もさぞや喜んでいることと存じます。
今後は父の遺志を胸に　家族力を合わせて歩んでまいる所存でございます。何かと至らぬ点も多いかと存じますが　変わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
本来であれば拝眉のうえお礼申し上げるべきところではございますが　まずは略儀ながら書中をもって御礼申し上げます。
敬 具
令和○年○月○日
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